
安全・安心な石川の実現のため、
警察官と共に治安を守る

警 察 行 政
Q 警察行政職員の身分は？
A 地方公務員である「石川県職員」として採用されます。

Q 警察官と警察行政職員の違いは？
A 警察官と警察行政職員を合わせて警察職員と言います。

警察行政職員は、警察官と違い、犯罪捜査や交通指導取締りなどに直接従事することはありませんが、警察
官と共に治安の維持を支える重要な役割を担っています。参考ですが、警察行政職員は警察職員全体の約15
％を占めています。

Q 採用はどのように行われるのですか?
A 石川県職員採用候補者試験の「行政」の職種で試験を実施しており、合格者の中から警察本部に採用されま

す。受験資格は年齢や学歴により、「大学卒程度」と「高校・短大卒程度」の区分に分かれます。

Q 女性でも問題はありませんか?
A 警察行政職員に求められる能力に男女の差はありません。現在、警察行政職員の約４割が女性職員です。

Q 採用時の研修は？

A 警察行政職員として採用されると、警察本部又は警察署に配属されますが、まず石川県職員としての自覚を
高め、執務上必要な基礎知識等を習得するために初任者研修を受講し、また、警察職員としての必要な知識
や心構えを学ぶため、石川県警察学校で約４週間の研修を受けます。

Q 勤務地はどうなっているの？

A 勤務地は警察本部や県内に12か所ある警察署となっています。また能力や希望などを踏まえ、警察庁や知
事部局等への人事交流もあります。

Q 身につけておくと良いことはありますか？

A 業務上、パソコンをよく使用するため、慣れていた方がより効率的に業務を進めることができます。

石川県警察の警察行政職員についてのお問合せ

石川県警察本部　警務課人事係

0120－369498 月～金 (9 : 00～17 : 45）

https://www2.police.pref.ishikawa.lg.jp/

( ミリョクのショクバ )

（令和4年3月発行）
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警察組織を支えるプロフェッショナル警察組織を支えるプロフェッショナル
石川県警察は、県内の治安を担う行政機関として、その中心的役割を果たしています。ここでは、警察官と
共に約 330 人の警察行政職員が勤務しており、警察本部や警察署において、様々な分野で活躍しています。

POLICE

石川県警察

「警察といえば警察官」というイメージが強いですが、警察行政職員がいなければ警察組織は成り立ちません。
警察行政職員は、警察官と共に治安を守るスペシャリストとして、警察活動の一翼を担っています。地域に密
着した警察行政を支え、安全で安心して暮らせるまちづくりを実現するための重要な役割です。あなたの個性
や才能を発揮できる場が多く、石川県の安全・安心に貢献できるやりがいのある仕事です。自ら考え行動できる、
チャレンジ精神旺盛な方、私たちと一緒にがんばりましょう！

生活安全 安全で安心して
暮らせる石川の実現へ

「犯罪の起きにくい社会」の実現のため、犯罪情勢
の分析や情報提供、少年補導、サイバー犯罪対策
などのほか、風俗営業・警備業や銃砲の許可など
の事務を行っています。

警察署生活安全課

刑　　事 犯罪捜査を支える
エキスパート

凶悪犯罪や窃盗犯罪などの犯罪統計のほか、鑑識
業務、情報分析システムを活用した捜査情報の分
析・処理など各種システムを活用した捜査支援業
務を行っており、犯罪捜査の一翼を担っています。

鑑識課指紋係

ひとこと！ ひとこと！

少年警察補導員という専門職として、非行防止を
目的に継続的な立ち直り支援活動や少年・保護者
からの相談業務、非行防止教室などの広報啓発活
動を行っています。一人一人の少年が立ち直って
いく姿にやりがいを感じます。

刑事ドラマにあるように、事件現場から採取され
た指紋の照合分析といった鑑識業務を行っていま
す。現場に残された指紋が誰のものかを特定し、
事件解決の糸口を見つけ、決定的な証拠を探し出
し、解決に導くというやりがいのある仕事です。

交　　通
「交通事故のない社会」の実現を目指し、県民を交
通事故の被害から守るため、交通事故統計、交通
事故の発生状況の分析、交通管制システムの運用、
道路使用許可事務などの業務を行っています。

運転免許
各種運転免許手続を厳格・迅速に行い、県民に対
する運転教育の充実、交通違反を繰り返す不適格
ドライバーの排除など、安全運転を遵守するドラ
イバーの育成を目指しています。

交通規制標識の設置・維持管理、交通信号機の設
置、制御・管理、交通管制システムによる主要道
路の交通情報収集などを行っています。歩行者の
安全や交通の流れに気を配りながら、業務を行っ
ています。

高齢者の免許証更新時における認知機能検査や高
齢者講習などの業務を行っています。高齢者の方
から感謝の言葉をいただくことも多くやりがいが
あります。高齢者による交通事故が注目される中、
安全運転をサポートできるように頑張っています。

交通事故で悲しむ人を
一人でも減らすために

交通規制課管制係

運転免許行政によって
安全運転を確保する

運転免許課運転教育係

ひとこと！ ひとこと！

警　　務 県民の期待と信頼に
応える力強い警察へ

警察行政の企画立案、広報、職員の人事、教養、給与、
福利厚生など、警察運営の中枢として、時代や社
会の流れに適応した組織運営を行っています。

情報管理 システムによって警察
力の充実強化を図る

情報システムの開発、予算、契約、調達、運用や
情報セキュリティに関する監査、指導のほか、情
報処理技術に関する教養などの業務もあります。

広報室では、事件・事故の報道発表や県警ウェブ
サイトを活用した広報活動など、県警の広報に関
する業務を行っています。警察活動を円滑に遂行
するための重要な業務の一端を担うことに日々責
任とやりがいを感じています。

犯罪捜査、警察業務などで活用するシステムの開
発・保守管理や情報セキュリティ対策を行ってい
ます。社会のデジタル化が進む中で情報システム
の整備を通じて県民の安心・安全を担っているこ
とにやりがいを感じます。

会　　計
警察活動に必要な物品の購入・管理、警察職員の活
動を支える旅費の支給、治安や防災の拠点となる警
察署・交番などの施設整備など「カネ」と「モノ」
で警察活動を支えています。

警 察 署
警察署は、警察活動の最前線です。警察署での業
務は遺失・拾得業務だけではなく、施設管理や物
品管理、給与・旅費の支給、福利厚生、許認可業
務など多岐にわたります。

様々な施策の実現のため、警察運営に必要な予算
要求を行ったり、合理性や費用対効果を考慮しな
がら適切に予算執行を行っています。予算要求・
執行などを通して、「県民の期待と信頼に応える
力強い警察」を実現するために頑張っています。

警察署・交番などに届けられた拾得物・遺失届を
受理し、持ち主に返還しています。窓口業務が中
心のため、警察業務の最前線として丁寧かつ的確
な対応を心がけています。 遺失者に拾得物を返還
する際は、直接感謝の言葉をいただけるので、と
てもやりがいを感じます。

警察の施策を「予算」
として表現する

第一線警察の活動を
サポートする

総務課広報係
ひとこと！

情報管理課開発係

ひとこと！

会計課予算係

警察署会計課

ひとこと！ ひとこと！


